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被
災
地
で
の
様
々
な

事
情
を
抱
え
た
被
災

者
の
住
宅
再
建
に
関

す
る
相
談
に
丁
寧
に

対
応
す
べ
き
と
思
う
が
、考
え
を
問
う
。

Ａ　

朝
倉
市
が
復
興
計
画
で
住
ま
い
に

関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
を
受
け
る
窓
口

の
設
置
を
検
討
し
て
い
る
。
県
で
は
、

住
宅
に
被
害
を
受
け
て
い
な
い
方
に
も

県
産
材
を
活
用
し
た
木
造
住
宅
へ
の
支

援
制
度
、
が
け
崩
れ
な
ど
危
険
区
域
か

ら
の
移
転
費
用
等
補
助
事
業
、
住
宅
を

現
金
で
取
得
す
る
方
む
け
の
「
投
資
型

減
税
」
等
の
情
報
を
市
に
対
し
提
供
す

る
な
ど
、
被
災
者
の
状
況
に
応
じ
た
き

め
細
か
な
相
談
対
応
が
で
き
る
よ
う
支

援
し
て
い
く
。

今
年
は
明
治
改
元
１ 

５
０
年
、「
明
治
日

本
の
産
業
革
命
遺

産
」
構
成
資
産
が
所

在
す
る
中
間
市
は
市
制
60
周
年
に
あ
た

る
。
世
界
遺
産
を
観
光
と
地
域
振
興
に

ど
う
活
用
す
る
か
。

Ａ　

関
連
施
設
を
組
み
込
ん
だ
ツ
ア
ー

の
造
成
な
ど
に
取
り
組
み
、「
遠
賀
川
水

源
地
ポ
ン
プ
室
」
は
散
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

観
光
モ
デ
ル
ツ
ア
ー
の
訪
問
先
。
新
年

度
は
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
も
実
施
す

る
。
中
間
市
制
60
周
年
に
当
た
り
、
市

が
世
界
遺
産
の
Ｐ
Ｒ
も
含
め
て
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
を
計
画
し
て
い
る
。
県
に
ど

の
よ
う
な
支
援
が
で
き
る
か
検
討
す
る
。

伝
統
工
芸
品
産
地
の

後
継
者
育
成
に
つ
い

て
。

Ａ　

博
多
織
は
振
興
計
画
に
盛
り
込
ん

だ
「
技
能
開
発
養
成
学
校
」
で
、
平
成

18
年
の
開
校
以
来
、
67
名
が
卒
業
。
う

ち
18
名
が
織
元
に
就
職
、
37
名
が
独
立

や
研
究
課
程
進
学
な
ど
で
博
多
織
制
作

に
携
わ
っ
て
い
る
。
現
在
、
博
多
織
、

久
留
米
絣
、
小
石
原
焼
、
八
女
福
島
仏

壇
の
４
産
地
組
合
が
振
興
計
画
を
策
定

し
、
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

県
は
ま
ず
は
博
多
人
形
を
は
じ
め
計
画

未
策
定
３
産
地
の
計
画
策
定
に
向
け

て
、
で
き
る
限
り
支
援
し
て
い
く
。

Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）

社
会
の
進
展
に
伴
う

雇
用
対
策
を
問
う
。

Ａ　

Ａ
Ｉ
で
雇
用
が
減
る
職
種
か
ら
Ａ

Ｉ
で
対
応
で
き
な
い
職
業
へ
の
円
滑
な

労
働
移
動
が
重
要
。
Ａ
Ｉ
で
代
替
で
き

な
い
専
門
的
な
知
識
や
技
術
な
ど
を
身

に
付
け
て
い
た
だ
く
職
業
訓
練
の
場
の

確
保
と
訓
練
科
目
の
見
直
し
、
そ
の
人

材
を
必
要
と
す
る
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
支
援
、
新
た
な
雇
用
の
確
保
の
た
め

に
基
幹
産
業
で
あ
る
自
動
車
産
業
の
さ

ら
な
る
発
展
、
成
長
が
見
込
ま
れ
る
バ

イ
オ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
、
航
空
機
な
ど
先

端
成
長
産
業
の
育
成
に
努
め
て
い
く
。

太
陽
光
パ
ネ
ル
・
リ

サ
イ
ク
ル
事
業
を
福

岡
県
で
行
え
ば
雇
用

創
出
が
見
込
め
る
。

先
駆
け
と
し
て
研
究
し
て
き
た
北
九
州

市
と
連
携
し
て
い
く
べ
き
だ
。

Ａ　

リ
サ
イ
ク
ル
技
術
は
こ
れ
ま
で
の

研
究
で
開
発
さ
れ
て
い
る
が
、
事
業
化

に
は
使
用
済
み
パ
ネ
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル

事
業
者
へ
の
確
実
な
引
き
渡
し
、
効
率

良
い
回
収
ス
キ
ー
ム
の
確
立
と
コ
ス
ト

低
減
と
い
っ
た
課
題
の
解
決
が
必
要
。

法
整
備
を
含
め
た
国
の
動
向
に
注
視
し

つ
つ
、
新
年
度
か
ら
北
九
州
市
と
連
携

し
、
発
電
や
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
関
係
事

業
者
に
よ
る
協
議
会
で
検
討
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
い
。

無
電
柱
化
の
推
進
に

つ
い
て
。

Ａ　

無
電
柱
化
は
災
害
時
の
電
力
・
通

信
等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
、
電
柱

の
倒
壊
に
よ
る
道
路
の
寸
断
の
防
止
、

安
全
で
快
適
な
歩
行
空
間
の
確
保
、
景

観
の
向
上
の
面
か
ら
非
常
に
有
効
。
一

方
で
コ
ス
ト
が
高
い
課
題
が
あ
る
。
今

後
、
国
が
策
定
を
進
め
て
い
る
「
無
電

柱
化
推
進
計
画
」
に
の
っ
と
り
、
県
内

道
路
を
対
象
に
し
た
「
推
進
計
画
」
を

策
定
し
て
い
く
。
策
定
に
当
た
っ
て
は

電
力
・
通
信
事
業
者
、
市
町
村
な
ど
と

十
分
調
整
し
、
実
効
性
あ
る
計
画
と
な

る
よ
う
努
め
て
い
く
。

女
性
が
活
躍
で
き
る

福
岡
県
の
実
現
に
向

け
て
決
意
と
意
気
込

み
を
尋
ね
る
。

Ａ　

人
口
減
少
を
迎
え
る
中
、
地
域
が

活
力
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
女
性

の
活
躍
が
不
可
欠
。
県
自
ら
率
先
垂
範

し
、
県
庁
で
積
極
的
に
女
性
管
理
職
の

登
用
を
続
け
、
子
育
て
応
援
宣
言
企
業

の
登
録
拡
大
や
子
育
て
女
性
の
就
職
支

援
、
働
き
方
改
革
の
推
進
な
ど
女
性
が

活
躍
で
き
る
環
境
整
備
も
進
め
る
。
今

後
も
女
性
が
仕
事
と
家
庭
を
両
立
さ

せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
最
大

限
発
揮
し
、
元
気
に
い
き
い
き
と
活
躍

で
き
る
福
岡
県
の
実
現
に
向
け
、
官
民

挙
げ
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

５
年
前
に
県
が
策
定

し
た
10
年
間
の
「
健

康
増
進
計
画
」
は
今

年
度
が
中
間
年
度
。

今
後
ど
う
取
り
組
む
か
。

Ａ　

中
間
評
価
で
は
健
診
受
診
や
運
動

習
慣
な
ど
の
分
野
で
改
善
が
十
分
で
な

い
も
の
、
改
善
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
も

の
が
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
「
ふ
く
お
か

健
康
づ
く
り
県
民
会
議
」（
仮
称
）
を

新
た
に
設
置
。
健
診
受
診
率
の
向
上
、

食
生
活
の
改
善
、
運
動
習
慣
の
定
着
を

柱
に
県
民
運
動
と
し
て
展
開
す
る
こ
と

で
、
県
民
一
人
一
人
の
自
主
的
な
健
康

づ
く
り
に
つ
な
が
る
よ
う
官
民
挙
げ
て

取
り
組
ん
で
い
く
。今

回
の
大
幅
減
便
問

題
な
ど
を
見
て
、
知

事
は
Ｊ
Ｒ
九
州
の
公

共
交
通
を
担
う
会
社

と
し
て
の
姿
勢
を
ど
う
考
え
る
か
。

Ａ　

今
般
の
一
連
の
進
め
方
に
つ
い
て

は
私
も
遺
憾
で
あ
る
。
再
三
の
要
望
活

動
の
結
果
、
Ｊ
Ｒ
九
州
は
ダ
イ
ヤ
改
正

の
一
部
を
見
直
し
「
変
え
る
べ
き
も
の

が
あ
れ
ば
対
応
す
る
」
と
回
答
し
て
い

る
。
具
体
的
な
影
響
調
査
を
踏
ま
え
て

引
き
続
き
粘
り
強
く
求
め
て
い
く
。
地

域
住
民
の
利
便
性
に
重
大
な
影
響
を
及

ぼ
す
事
項
は
早
い
段
階
で
情
報
提
供
し
、

事
前
に
県
や
地
元
自
治
体
と
協
議
す
る

機
会
を
設
け
る
よ
う
要
請
し
て
い
く
。

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
２
０
１
９
は

九
州
で
は
福
岡
、
大

分
、
熊
本
で
試
合
が

あ
る
。
大
会
期
間
が
44
日
間
と
長
く
、

試
合
の
合
間
に
九
州
各
地
へ
の
周
遊
を

促
す
必
要
が
あ
る
。

Ａ　

開
催
自
治
体
な
ど
と
連
携
し
、
モ

デ
ル
周
遊
ル
ー
ト
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

の
紹
介
、
欧
米
豪
メ
デ
ィ
ア
の
招
請
な

ど
で
本
県
と
九
州
の
観
光
情
報
を
発
信

し
て
き
た
。
新
年
度
は
フ
ラ
ン
ス
、
豪

州
、
香
港
で
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
予
定
。

旅
行
会
社
に
福
岡
・
九
州
を
巡
る
旅
行

商
品
造
成
の
働
き
掛
け
を
行
う
な
ど
、

さ
ら
な
る
周
遊
促
進
に
努
め
て
い
く
。

ス
ペ
ー
ス
ワ
ー
ル
ド

跡
地
の
活
用
に
係
る

対
応
に
つ
い
て
。

Ａ　

跡
地
の
活
用
は
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
等
に
と
っ
て
大
変
重
要
な
課
題
で
あ

る
。
こ
の
た
め
事
業
者
に
決
ま
っ
た
イ

オ
ン
モ
ー
ル
株
式
会
社
に
２
月
18
日
、

北
九
州
市
の
北
橋
市
長
と
共
に
、
新
施

設
が
地
域
活
性
化
や
新
た
な
雇
用
に
つ

な
が
る
こ
と
、
２
０
２
１
年
中
の
開
業

で
着
実
に
計
画
を
進
め
て
い
く
こ
と
等

を
要
請
し
た
。
今
後
も
地
域
に
元
気
を

与
え
て
く
れ
る
よ
う
な
新
施
設
と
な
る

よ
う
北
九
州
市
と
緊
密
に
連
携
し
な
が

ら
同
社
に
働
き
掛
け
て
い
く
。

水
産
物
直
売
所
に
お

け
る
支
援
に
つ
い

て
。

Ａ　

漁
協
等
の
直
接
販
売
に
必
要
な
活

魚
水
槽
等
の
整
備
を
支
援
。
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
し
、
漁
業
者
を
指
導
し
た
結

果
、サ
ワ
ラ
や
ハ
モ
の
品
質
が
向
上
し
、

非
常
に
高
価
格
で
販
売
さ
れ
て
い
る
。

今
年
度
か
ら
各
直
売
所
の
得
意
分
野
を

生
か
し
て
、
サ
ザ
エ
や
ガ
ザ
ミ
（
ワ
タ

リ
ガ
ニ
）
の
相
互
補
完
に
取
り
組
み
、

直
売
所
を
活
用
す
る
漁
業
者
の
割
合
は

17
％
に
な
り
、
全
国
平
均
２
・
５
％
を

大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
進
め
、
県
産
水

産
物
の
販
売
拡
大
に
努
め
て
い
く
。

結
婚
応
援
宣
言
企
業

の
登
録
を
増
や
す
手

法
を
問
う
。

Ａ　

こ
れ
ま
で
は
承
諾
を
得
た
企
業
の

み
だ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
更
新
期
を

迎
え
る
全
て
の
子
育
て
応
援
宣
言
企
業

に
対
し
、
未
婚
化
・
晩
婚
化
の
社
会
的

な
影
響
も
具
体
的
に
提
示
し
、
そ
の
承

諾
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
に
参
加
を
呼

び
掛
け
る
。
少
子
化
の
進
展
で
大
き
な

影
響
を
受
け
る
教
育
業
界
な
ど
に
も
拡

大
し
、
所
管
す
る
関
係
部
局
が
直
接
、

例
会
等
で
登
録
を
働
き
掛
け
る
。
結
婚

応
援
宣
言
企
業
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

（
刺
激
策
）
も
検
討
を
進
め
て
い
く
。

本
県
の
病
児
保
育
の

現
状
を
地
域
差
な

ど
も
含
め
て
捉
え
直

し
、
体
制
強
化
に
つ

な
げ
る
べ
き
だ
。

Ａ　
「
ふ
く
お
か
子
ど
も
・
子
育
て
応

援
総
合
プ
ラ
ン
」
で
は
、
病
児
保
育
の

事
業
数
を
平
成
31
年
度
ま
で
に
52
市
町

98
カ
所
と
す
る
こ
と
が
目
標
で
、
平
成

28
年
度
末
ま
で
に
47
市
町
92
カ
所
で
実

施
。
し
か
し
病
児
保
育
の
需
要
も
高
ま

っ
て
お
り
、
需
要
に
対
応
で
き
て
い
な

い
地
域
も
あ
る
と
考
え
る
。
県
は
利
用

実
態
を
踏
ま
え
、
実
施
主
体
の
市
町
村

と
協
議
し
て
課
題
を
整
理
し
、
必
要
な

体
制
整
備
が
図
ら
れ
る
よ
う
支
援
す

る
。

教
師
の
超
過
勤
務
時

間
削
減
の
具
体
的
な

方
法
は
。

Ａ　

勤
務
時
間
の
正
確
な
把
握
は
、
県

立
学
校
で
は
新
年
度
か
ら
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

を
用
い
た
方
法
を
実
施
す
る
予
定
で
、

市
町
村
立
学
校
で
も
適
正
な
把
握
が
な

さ
れ
る
よ
う
市
町
村
教
委
に
働
き
掛
け

て
い
く
。
会
議
の
見
直
し
や
情
報
の
共

有
化
等
の
業
務
改
善
を
一
層
推
進
し
、

外
部
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
効
果
的
な
活
用

等
に
早
急
に
取
り
組
む
。
初
年
度
に
集

中
し
て
い
る
初
任
者
研
修
の
内
容
を
３

年
程
度
に
分
散
さ
せ
、
講
師
経
験
や
能

力
等
に
応
じ
た
免
除
規
定
を
設
け
る
こ

と
を
検
討
す
る
。

本
県
の
小
中
学
校
に

お
け
る
ネ
ッ
ト
い
じ

め
の
状
況
と
、
児
童

生
徒
の
悩
み
に
対
応

す
る
相
談
体
制
に
つ
い
て
聞
く
。

Ａ　

平
成
28
年
度
の
本
県
の
ネ
ッ
ト
い

じ
め
は
、
公
立
小
学
校
で
44
件
、
中
学

校
で
１
４
４
件
、
計
１
８
８
件
で
、
前

年
度
に
比
べ
93
件
増
え
て
い
る
。
県
教

※

こ
こ
に
掲
げ
て
い
る
質
問
は
、

　一
般
質
問
の
一
部
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。

※

（

　）は
選
挙
区
を
記
載

桐明 和久
（八女市・八女郡）

片岡 誠二
（中間市）

井上 博行
（福岡市博多区）

松尾 嘉三
（春日市）

吉村 　悠
（北九州市小倉南区）

大田 　満
（福岡市早良区）

岳　 康宏
（福岡市中央区）

浦 伊三夫
（糸島市）

香原 勝司
（直方市）

渡辺 勝将
（筑紫郡）

津田 公治
（北九州市八幡東区）

伊豆 美沙子
（宗像市）

板橋 　聡
（みやま市）

田辺 一城
（古賀市）

渡辺 美穂
（太宰府市）

今井 保利
（遠賀郡）

自
民
党
県
議
団

民
進
党
・
県
政
県
議
団


